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1.1
本業

微気象

果と比

査を実

なお

行うも

 

1.2
本調

や「堤

プ等に

ョップ

能な範

 河

 文

 絶

 文

 北

 
 地

 特

 我

 北

 

1.3
調査

平成

 

●平

査概要 

調査の目的

業務は、常盤

象調査を実施

比較するこ

実施するこ

① 常盤

② 生物

③ 常盤

④ 市民

 

お、本調査は

ものである。

準拠する基

調査の実施

堤防の緩傾斜

における有識

プにおける協

範囲で標本

河川水辺の

文化財保護

絶滅のおそれ

文化財保護条

北海道生物

レッドリス

地上気象観測

特定外来生物

我が国の生態

北海道の外来

調査場所お

査場所は図

成 29 年度春

平成 29 年度

的 
盤公園及び整

施し、常盤公

とで、改修工

とを目的とす

盤公園内及び

物多様性と生

盤公園の自然

民の利用と常

は、1年間の

。 

基準等 
にあたり準

斜化整備計画

識者等の意

協議により決

を作製する

国勢調査 基

法(昭和 25

れのある野

条例(昭和 3

の多様性の

ト最新版（

測指針 (気

物による生

態系等に被

来種リスト

および工程お

1-1 に、調

春季・夏季調

度春季・夏季

整備堤防部

公園の維持

工事後のモ

する。 

びその周辺の

生態系の特性

然の改善の検

常盤公園の自

の調査のうち

拠する技術

画」などの既

見を調査に

決定した方

こととした

基本調査マニ

年 法律第 2

野生動植物の

30 年 北海道

保全等に関

（環境省平成

気象庁 2002)

生態系等に係

被害を及ぼす

 -北海道ブ

および調査会

調査工程は表

調査の担当者

季調査担当者

部において、

管理等につ

ニタリング

の生物相の現

性の把握 
検討 

自然の関係把

ち、調査済み

術基準等は、次

既往の整備

反映する。

方法を踏襲し

。） 

ニュアル（平

214 号) 

の種の保存に

道条例第 83

関する条例(平

成 29 年、北海

係る被害の防

すおそれのあ

ブルーリスト

会社 
表 1-1 に示す

者は以下であ

者 ： 株式

植物調査、

ついて堤防整

グとして、以

現状の把握 

把握と改善の

みである秋

次のとおり

計画を必要

（今回の調

した。なお、

平成 28 年、

に関する法律

号) 

平成 25 年 北

海道平成 13

防止に関する

ある外来種リ

ト 2010-（平

すとおりであ

ある。 

式会社建設技

 

 

鳥類調査、

整備前の平成

下のとおり

検討 

季・冬季に

である。また

要に応じて参

調査方法は、

同定の判断

国土交通省

律(平成 4年 

北海道条例

3-29 年（改

る法律（平成

リスト（環境

平成 22 年） 

ある。 

技術研究所 

哺乳類調査

成 25 年度～

把握あるい

に引き続き、

た、「常磐公

参考とすると

前回調査時

断根拠が不明

省水管理・国

年 法律第 75

第 9 号) 

訂作業中）

成 16 年 法

境省平成 27

査、昆虫類調

26 年度に実

いは検証を行

春季から夏

公園改修事業

とともに、ワ

時に有識者と

明確な種につ

国土保全局河

号) 

） 

法律第 78 号）

年） 

調査、及び

実施された結

行うための調

夏季の調査を

業基本計画」

ワークショッ

とのワークシ

ついては、可

河川環境課

） 

、

結

調

を

ッ

シ

可
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表 1-1 調査工程 （■は昨年度調査部分） 

項 目 

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

備考 整備前 平成 26 年 平成 25 年 平成 26 年 

整備後（予定） 平成 29 年 平成 28 年 平成 29 年 

①植物調査 
（1 回 2 日） 

整備前  21 日～22 日  24 日～25 日   21 日～22 日       

整備後（予定）  2 日間  2 日間   1 日～2 日       

②鳥類調査 
（1 回 2 日） 

整備前  10 日～11 日 14 日～15 日 12 日～13 日   21 日～22 日  3 日～4 日  3 日～4 日   

整備後（予定）   2 日間    16 日～17 日  4 日～5 日  17 日～18 日   

③ 両 生 類 ・ 爬 虫
類・哺乳類調査 

（1 回 3 日） 

整備前  20 日～22 日  23 日～25 日   28 日～30 日    3 日～5 日   

整備後（予定）   1 日（コウモリ） 3 日間  
21 日～23 日

（＊１） 
    16 日～18 日   

④魚類調査 
（1 回 2 日） 

整備前   11 日～12 日    24 日～25 日       

整備後（予定）              

⑤昆虫類調査 
（1 回 3 日） 

整備前   10 日～12 日  12 日～14 日  7 日～9 日       

整備後（予定）     3 日間 
21 日～23 日

（＊１） 
       

⑥土壌調査（＊1） 整備前    24 日    6 日      

⑦微気象調査 
（1 回連続 7 日） 

整備前  21 日～27 日   13 日～19 日  10 月 31 日～11 月 8 日   15 日～21 日   

整備後（予定）  7 日間(連続)   7 日間(連続)  10 月 26 日～11 月 1 日   22 日～28 日   

ワークショップ 

整備前  
24 日 

春季調査前
 

15 日 

夏季調査前
  

18 日 
秋季調査前

 
11 日 

冬季調査前
  

8 日 
総括報告(中間)時

平成 26 年 10 月 17 日

：総括報告時 

平成 27 年 2 月 16 日 

：公園計画を踏まえたモ

ニタリング 

整備後（予定）  春季調査前  夏季調査前  
5 日 

秋季調査前
総括報告時

28 日 

冬季調査前
   

6 日 
総括報告(中間)時

 

※ 基本的に整備後は整備前と同じ時期に実施する。整備後と整備前が異なる部分は以下の通りである。（＊およその整備時期 ： H26 年度後半に伐採・盛り土、H27 に舗装・植栽等） 

＊1 ： 土壌は整備前後で変化するものではないため、整備後は調査対象外とする。 

 

 

  



 

 

 

1.4 
業務

画」＜

や市民

踏まえ

哺乳類

調査

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 

調査2. 

植2.1 

2.1.1 

(

や

の

生

影

 

(

造

 

(

入

業務実施方

務の実施にあ

＜平成 28 年

民の声など）

えて、常盤公

類調査、昆虫

査の実施及び

・旭川市の他

・植生の水平

・食物連鎖 

・動物の移動

・緑のネット

・公園利用促

査内容 

植物調査 

調査方法 

植物相1) 

調査範囲

や水路では

また、現

の掲載種で

生育状況、

なお、植

影する。 

コドラ2) 

環境区分

造図を作成

在来種3) 

平成 27 年

を相観によ

区分につい

 また、

入した稚樹

を実施する

針 
あたっては、

秋に事業完

等を理解す

公園及び整備

虫類調査）、

び計画を整理

他の都市公園

平的、垂直的

動経路 

トワークとし

促進につなが

相調査 

全域を踏査

、水生植物

地調査によ

ある重要な

及び生育環

物相調査の

ート調査及

ごとに植物

する。 

種種子吹付け

年度の植栽工

り把握し、

て、コドラ

自然更新ゾ

や実生（木

。 

既往の整備

完了＞）、常

するとともに

備予定堤防部

及び微気象

理するにあた

園や河川緑地

的な環境構造

しての常盤公

がるような調

査し、環境区

物を採集して

って以下に

な種及び特定

環境を記録す

の補足及び植

及び断面調査

物相を確認後

け法面及び自

工事において

簡易的な植

ート調査（

ゾーンにおい

木本類）の種

備計画（「常

常盤公園の背

に、前年度調

部において、

象調査を実施

たり、以下に

地等と常盤公

造 

公園の生態系

調査結果の抽

区分を行い、

て確認する。

に示す「環境

定外来種を確

する。 

植生や景観の

査 

後、代表的な

自然更新ゾー

て、在来種種

植生分布図を

1m×1m、数箇

いて、ゾーン

種類、代表樹

常盤公園改修

背景、（公園

調査結果やワ

自然環境調

施する。 

に注目する

公園内の生

系の位置づ

抽出 

環境区分ご

 

境省レッドリ

確認した場合

の経年変化を

な環境区分ご

ーン調査（※

種子吹付けを

を作成する。

箇所）を実施

ン内に生育す

樹高及び概算

修事業基本計

園や堤防上の

ワークショッ

調査（植物調

。 

物相の比較

け  

ごとに植物相

リスト」、

合は、確認位

を視覚的に示

ごとに、コ

※整備後の新

をおこなっ

植生分布図

施し、出現種

する植物の群

算本数を記録

計画」、「堤

の樹木の老朽

ップ等にお

調査、鳥類調

較 

相を把握す

「北海道レ

位置を記録す

示すため、景

ドラート調査

新調査） 

た範囲につ

図により把握

種と被覆率及

群落組成を記

録し、必要に

堤防の緩傾

朽化問題や公

ける有識者

調査、両生類

る。なお、公

ッドデータ

するととも

景観パノラ

査を行い、

いて、植生

握した、代

及び草高を

記録すると

に応じて除

斜化整備計

公園の歴史

者等の意見を

類・爬虫類・

公園内の池

ブック」等

に個体数、

マ写真を撮

その断面構

の分布状況

表的な植生

記録する。

ともに、進

草等の管理

2-1 

計

を

池

等

撮

構

況

生

 

進

理

調査時(4) 

整備前と

 

調査場(5) 

調査場所

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時期 

と同じ、春季

場所 

所を図に示す

季・夏季に実

す。 

図 

図 2-2 景

実施する。 

2-1 植物調

景観パノラマ

調査範囲及び

マ写真撮影場

び環境区分 

場所（航空写写真）  



 

 

 

2.2 

2.2.1 
鳥類

ライ

うな 1

夜明け

ことと

定点

めてお

なデー

なお

き取り

また

る重要

 

 

2.2.2 
平成

 

2.2.3 
調査

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥類調査 

調査方法 
類調査は、定

インセンサス

1 ルートを設

けから 2 時間

とする。 

点観察調査で

おき、その範

ータとする。

お、バードウ

り調査を行う

た、現地調査

要な鳥類が確

調査時期 
成 29 年度は

調査場所 
査場所を図に

定量的な調査

ス調査では、

設定し、環境

間以内とし、

では、30 分

範囲内での鳥

確認範囲外

ウォッチング

うが、対象者

査によって以

確認された場

、春季（6 月

に示す。 

査として、ラ

センサスル

境区分ごと

時間帯によ

分間の定点観

鳥の位置や個

外の種につい

グを行ってい

者がいなけれ

以下に示す

場合には、確

図

月）に実施

ラインセンサ

ルートを堤防

に出現種を

よる鳥類の確

観察を調査範

個体数、鳴き

いても記録す

いる公園利用

れば、日本野

「環境省レッ

確認位置、確

図 2-3 鳥類

する。 

サス調査及

防部と公園内

集計できる

確認数の変動

範囲の代表的

き声、生息環

するが、上

用者を対象

野鳥の会な

ッドリスト」

確認状況及

類調査のイメ

び定点観察

内の樹林や水

よう確認状

動が起きない

的な 4 地点で

環境を記録

記と区別し

として、調査

どに聞き取

」、「北海道

び出現環境

メージ 

察調査を実施

水辺、開放的

状況の記録を

いよう、今後

で実施するが

し、今後の調

して記載する

査範囲で見

取り調査を行

道レッドリ

境を記録する

施する。 

的空間を把

を行う。調査

後の調査も

が、確認す

調査と比較

る。 

られる鳥類

行う。 

スト」等の

る。 

 

握できるよ

査時間帯は、

同様に行う

する範囲を決

できるよう

類について聞

掲載種であ

2-2 

決

聞

あ

 

 

 

図

 

図 2-4 鳥類類調査位置・ルート 

 



 

 

 

両2.3 

2.3.1 
両生

いては

現地

る重要

一般種

 

(

抜

樹

(

す

場

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(

公

 

両生類・爬

調査方法 
生類・爬虫類

は、捕獲調査

地調査によっ

要な両性類・

種についても

目視・1) 

目視・痕跡

抜け殻等の

樹洞を利用

 

ネズミ2) 

痕跡調査

ラップによ

捕獲は、

捕獲され

する。 

なお、ト

場所を選定

 

 

コウモ3) 

コウモリ

公園内の大

を行う。ま

虫類・哺乳

類・哺乳類調

査を、コウモ

って以下に示

・爬虫類・哺

も環境区分ご

痕跡調査 

跡調査は調査

生息痕跡）

するエゾリ

類捕獲調査

で種の確認

る捕獲調査

ピーナッツ

た個体につ

ラップの設

する。 

リ調査 

類の生息の

径木を主体

た、コウモ

乳類調査 

調査は、目視

モリ類につい

示す「環境省

哺乳類が確認

ごとに出現種

査範囲を踏

によって動

ス、エゾモ

査 

認が困難なト

査を実施する

を餌として

ついては、体

設置場所は、

図 2-5 

の有無や餌場

体に踏査し、

モリ類を確認

29c

視調査・痕跡

いては、バ

省レッドリス

認された場合

種を集計で

踏査して、個

動植物を確認

モモンガ、コ

トガリネズミ

る。 

て、1 地点あ

体重、体長、

草むら、低

ネズミ類捕

場環境として

バッドディ

認した場合に

7.5cm

9

cm 

跡調査を基本

ッドディテ

スト」、「北

合には、確

きるように確

体の目視確

認する。また

コウモリ類な

ミ類及びネズ

あたり 20 個の

頭胴長、尾

低木のやぶ、

捕獲調査用具

ての利用状況

ィテクターを

には、ねぐら

m 

9cm 

本とした調査

クターを使

北海道レッ

確認位置、確

確認位置と

確認及びフィ

た、公園内に

などの痕跡に

ズミ類を対象

のライブトラ

尾長、後肢長

倒木の下な

具のイメージ

況を把握する

を使用して鳴

らとなってい

査を行う。

使用した夜間

ドデータブ

確認状況及び

確認状況の

ールドサイ

には大径木が

に十分留意す

象とし、3 地

ラップを 2

長を計測し、

など、ネズ

ジ 

るため、夕方

鳴き声確認や

いる場所につ

また、ネズ

間調査を実施

ック」等の

び出現環境を

の記録を行う

イン（糞、足

が存在する

する。 

地点におい

晩設置する

、性別につ

ミ類が行動

方から夜間

や目視によ

ついて把握す

ズミ類等につ

施する。 

掲載種であ

を記録する。

う。 

足跡、食痕、

ことから、

てライブト

。 

いても記録

するような

にかけて、

る個体確認

する。 
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つ

あ

録

な

認

 

 

 

 

 

調査時(4) 

平成 29 年

する。 

調査場(5) 

調査場所

時期 

年度はコウ

場所 

所を図に示す

モリ調査を

す。 
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両生類・爬

）、両生類

爬虫類・哺乳

類・爬虫類・

乳類調査位置

哺乳類調査

置 

査を夏季（77 月）に予定

 

定



 

 

 

昆2.4 

2.4.1 
昆虫

により

類が確

 

(

2

各

 

 

昆虫類調査

調査方法 
虫類調査は、

り以下に示す

確認された場

任意採1) 

任意採集

を行うとと

20 回のビー

各手法の概

採

見つけ

スウ

法 

ビーテ

石起

水生昆

 

任意採集法

す「環境省レ

場合には、確

採集法 

法は、見つ

もに、定量的

ーティングを

要は表に示

採集方法 

け採り法 

ィーピング

ティング法 

こし法 

昆虫採集 

法、ベイトト

レッドリス

確認位置、状

つけ採り法、

的な手法とし

を 3 セット（

示すとおりで

任意

目視によ

葉上、石の

そんでいる

虫網、殺虫

る。 

捕虫網を

間に生息し

採る。樹上

しにくい小

る。 

ビーティ

を用いて、

潜り込ませ

き落とす。

い小型昆虫

石、倒木

そこに生息

集する。特

ミムシ類、

サミムシ類

たも網を

や水路、堤

部などで、

カメムシ類

る。 

トラップ法、

ト」、「北海

状況、及び出

スウィーピ

して環境区分

（樹木がない

である。 

意採集法の概要

より飛翔中の昆

下、樹皮下な

昆虫類を発見

管等を用いて

を用いて、樹枝

ている昆虫類

上高所や目視で

小型昆虫類を

ングネットや

木・草本の下

せ、棒などで上

目視では発見

類を採集する

木やゴミを起こ

息している昆虫

特に、河原にお

コメツキムシ

などを対象と

を用いて、公園

堤防部の水溜り

ゲンゴロウ類

類などを狙って

、ライトトラ

海道レッドデ

出現環境を

ピング法、ビ

分した各ブ

い B、D ブロ

要 

昆虫類や

などにひ

見し、捕

て採集す

枝間、草

類を掬い

では発見

採集す

や捕虫網

下に網を

上から叩

見しにく

。 

こして、

虫類を採

おいてゴ

シ類、ハ

する。

園内の池

、水際

類や水棲

て採集す

ラップ法に

データブック

記録する。

ビーティング

ロックで20

ックは実施

採

よって実施

ク」等の掲載

 

グ法などの各

0回のスウィ

しない）に

採集用具 

 

する。なお

載種である

各手法によ

ィーピングを

よる採集を

 

 

 

お、現地調査

重要な昆虫

り定性採集

を5セット、

実施する。
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虫
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2.4.3
調査

 

ベイト(2) 

ベイトト

点で行う。

埋設し、放

ベイトト

ップに落ち

ライト(3) 

ライトト

地点は、ベ

ポリバケ

を光源とし

から 1 晩と

調査を補完

 

調査時期

成 29 年度は

 

調査場所

査場所を図

トトラップ調

トラップ調査

調査地点に

放置した後に

トラップの誘

ちた昆虫類を

トトラップ調

トラップ調査

ベイトトラッ

ケツを使用し

して設け、誘

とする。なお

完する。 

 
は、夏季（8

 
に示す。 

調査 

査は、主に地

にポリエチレ

に中に落下し

誘引餌は、5

を回収する。

調査 

査は、蛾類な

ップ調査と同

して、バケツ

誘引された昆

お、夜間に公

月）に実施

地表徘徊性昆

レン製のコッ

した昆虫類を

倍希釈酢酸

 

などの主に夜

同様、環境区

ツ上部に小型

昆虫類をバケ

公園内及び堤

施する。 

図 2-7 昆
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ップを用い

を採集する。

酸溶液を使用

夜行性昆虫類

区分した各ブ

型蛍光灯（昼

ケツ内に落

堤防部周辺

昆虫類調査位

象として、

て、その口

。 

用し、1 地点

類を対象と

ブロックの代

昼白灯 4ｗ、

とす。ライ

の外灯に集

位置 

環境区分し

が地表面と

点あたり 20

してボック

代表地点で

、ブラック

トトラップ

集まった昆虫

した各ブロッ

同じ高さに

個、2 昼夜

ス法で実施

行う。 

ライト 4ｗの

プの設置時間

虫類も採集し

ックの代表地

になるように

夜設置後トラ

施する。調査

の 2 本使用

間は、日没後

し、昆虫類相

 

 

地

に

ラ

査

）

後
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2.5.1 
微気

現地

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

微気象調査

調査項目及

気象調査の項

地に表 2-2 に

項 目 

気 温 

風 向 

風 速 

番号 

① 

② 

 

 

 

 

 

 

 

及び調査方法

項目及び調査

に示す計測機

電気
（地

風車型
（地

品名 

温度計 

風向・風速

法 
査方法を表 

機械を設置

表

調査方法
式温度計に

地上高さ 1.2
風向風速計
上高さ 10m

K

速計 
K

【気温

【

測

動

セ

検出方

測定範
測定精

測定分

出力信

出力デ

消費電
動作環境
寸法／

2-1 に示す

し、24 時間

表 2-1 調査

法 
よる観測 
5～2m） 
による観測 
を基本） 

表 2-2 

形式 

KADEC21-HTV

（KDC-S2-K）

KADEC21-KAZE

（KDC-S4） 

温計 KADEC21

【風向風速計

感知素子 

測定範囲 

測定精度 

測定分解能 

出力 

供給電源 

消費電流 

動作環境気温 

ンサー寸法 

方法 
風
風速

範囲 風
精度 風

分解能 風

信号 
RS-
(モ

データ 
平均
移動
瞬時

電流 測定
境気温 -25
／重量 175

す。 

間連続の自動

項目及び調査

「地上気

「地上気

使用機器一覧

数

V 

 

E 

 

1-  HTV K

計 KADEC21-KA

仕 
温度計

温度

温度

温度

温度

5～35

測定時

-25℃

約 19

仕 
向：尾翼／
速：プロペ
向：0～355
向:±0.2%以
向:1°、風
-232C シリア

モデムコント
均風向、平
動平均風向
時値風向、
定時動作電
5℃～+80℃
5W×125D×

動観測を行う

査方法 

参考出

気象観測指針

気象観測指針

覧 

数量 

2 

コ

2 

KDC-S2K】 

AZE 】 

 様 
計：白金抵抗

：-50～+50℃

：±0.5℃ 

：0.01℃ 

：Pt100Ω/0

5VDC リチウ

時動作 20mA

℃～+80℃ 

9φ×150mm 

 様 
ポテンショ
ラ／発信方
°、風速：

以内、風速:
速:0.1m/s 
アル通信 
トロール機能
平均風速、瞬

、風速、風
風速 

電流：20mA（
 
75H/800g（

う。 

出典 

」気象庁 20

」気象庁 20

製作所

ーナシステム

抗素子 Pt10

℃ 

℃または、0

ウム電池パッ

A（記録部）

メータ 
方式 
0～90m／s 
±0.2m/s 

能付) 
瞬間最大風速
風速標準偏差

（記録部） 

（突起物含ま

002 

002 

所 

ム 

00Ω/0℃ 

0～1V 

ク 

 

速、風向 
差（NEDO）

まず） 
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10m を

基本

風

を 

とす

図

 

立面概要

風向風速計

温度計

図 2-8 気

図 2-9 微気

図

気象計設置概

気象調査の調

ｱﾝｶｰ 

ﾜｲﾔｰ 

概略図 

調査地点 

120

120

2.5m

平面概

2.5m

2.5m

概要図
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ワー3. 
本業

ついて

■初

 過

る

■２

 春

■３

 過

 

 

 

 

 

 

ークショッ

業務の実施に

て有識者と意

初回：春季調

過去の調査結

る。 

２回目：夏季

春季調査結果

３回目：総括

過年度からの

プ 
にあたり、以

意見交換を行

調査開始前

結果を踏まえ

季調査開始前

果について報

括報告時（1

の調査結果も

以下のとおり

行うとともに

（5月） 

えて、環境調

前（7 月） 

報告し、有識

0 月） 

も踏まえた総

り３回のワー

に、調査分析

調査の項目や

識者の意見や

総括について

ークショップ

析を行う際

や内容（調査

や要望につい

て報告し、有

プを行い、業

の参考とす

査方法の調査

いて伺う。

有識者の意

業務計画、調

する。 

査の考え方

 

見や要望に

調査内容、

など）につ

について伺う

調査方法に

いて検討す

う。 

3-6 

に

す


